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道路に対する考え方のアップデートを

「“青切符”を過度に意識せずとも……」
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のか調べてほしいということを各界か
ら求められるような状況でした。
森井　それで実際に海外視察を？
吉田　ええ、30都市ぐらいですね。欧
米各地の現地調査を行いました。今に
つながる大きな経験だったと思います。
森井　世界を回ってどのような印象を
受けましたか？
吉田　感じたのは戦略的アプローチの
重要性です。歴史を紐解くと、移動手段
として自転車が当たり前だったところ
にモータリゼーションの波が来て、すべ
て自動車へと切り替わった都市と、そう
ならなかった都市があります。今もオ
ランダのアムステルダムやデンマーク

のコペンハーゲンは自転車利用が3～ 4
割あります。
森井　自転車活用への戦略的アプロー
チの有無が、その違いを生み出したとい
うことですね。
―吉田先生は国土交通省道路局の自転車

活用推進本部が設置する「安全で快適な自

転車等利用環境の向上に関する会議」の委

員を務められています。自転車ネットワー

クの整備のあり方を検討する会議ですね。

吉田　自転車通行のあり方については、
やはり欧米にはいろいろな先駆的アイ
デアが見られますので、それらの類似概
念をうまく採り入れていくべきだと思
います。

の生活と密接に関わっているか、改めて
気づかされ、大きな感銘を受けました。
森井　それが今につながるきっかけに
なったのですね。
吉田　移動が果たすべき役割の研究に
携わりたいと考え、大学院に進学するこ
とにしました。私個人としては、身近な
友人を交通事故で亡くしていたことも
あり、研究の道を進むならこの分野だと
思ったんです。
森井　吉田先生は都市交通や自転車の
通行空間に関する専門家の中でも「安全・
安心」や「事故防止」に資する提言を強
く発信されているイメージがありますが、
そういった背景があったのですね。
吉田　実は「交通安全」というのは、様々
な要素が複雑に関係するのか、関係しな
いのかわからない現象なので、研究の対
象としてはとても難しいんです。それで
も、誰かがやらないといけませんので。
―吉田先生は海外の交通事情にも精通さ

れています。

吉田　2007年に海外の大学で学ぶ
チャンスがあって、ロンドンで9か月ほ
ど、交通安全に関する政策を重点的に学
ぶことができました。その頃はちょう
ど、日本でも自転車政策に真剣に取り組
もうという機運が高まりつつある時期
だったので、帰国すると英国だけでなく、
世界中の自転車政策がどうなっている

自転車活用推進に何らかのかたちで関
わっている人ならば、大阪公立大学 吉田
長裕准教授の名を知らない人はいないの
ではないだろうか。日本も今でこそ自転
車は「活用すべきもの」というポジショ
ンを得ているが、その機運が醸成される
以前から、海外の自転車先進都市を数多
く視察し、自転車の価値や安全・安心な
自転車通行空間のあり方を日本に浸透さ
せ、今につなげた重要人物の一人だ。大
阪公立大学 文化交流センターにお招きい
ただき、じっくり話を聞くことができた。

対談収録：2025年10月23日
聞き手：本誌発行人　森井  清
司会：本誌編集長　山本  稔

海外30都市を巡り
自転車政策を現地調査

―まずは吉田先生のこれまでの歩みにつ

いてお伺いします。現在の研究活動につな

がる原点やきっかけはどのような……？

吉田　私は中学、高校ともに自転車通学
だったこともあって「交通」や「まちづく
り」に強い関心をもつようになり、大学
（大阪市立大学：現大阪公立大学）では
土木工学科に進学しました。
森井　学生時代から自転車の通行空間
や安全に関する研究を？
吉田　私が学生だった1990年前後は、
都市の課題といえば「環境」で、ヒートア
イランド対策に関わっていました。当時、
大阪市では地下水を活用した打ち水で冷
却を図るとか、今では一般的になった保
水性舗装の研究とか、そういったことが
研究活動のメインでした。それと同時に
「交通安全」をテーマとして、警察署や自
治体と連携して歩行者や自転車など、生
活に密着した交通安全対策の検討にも
取り組んでいて、それがライフワークに
なっていました。そんな中、岡 並木さん
の講演を聴講する機会があったんです。
―岡 並木さん（1926-2002）は都市交通

に精通する著名な評論家です。

吉田　ご講演を聞いて、交通がいかに人
学生時代のライフワーク：自動二輪車を対象とした交通安全対策立案のための調査（1999
年 兵庫県）。  写真提供：吉田長裕氏（以下同）
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うというのが実情ですね。
―続いて、自転車活用推進本部が現在策

定を進めている「第3次自転車活用推進計

画」に対する期待や、これからの自転車活

用のあり方についてお伺いします。

吉田　現行計画では、各地域の自治体に
地方版自転車活用推進計画を立てても
らおうということで、400自治体での策
定が目標として掲げられていたのですが、
今のところまだ200ちょっとなんです。
森井　目標達成にはまだちょっと遠そ
うですね……。
吉田　東京や大阪など都市部では自転
車のニーズがあるのですが、地方部では
ほとんどが中高生の通学利用で、大人は
ほとんど使いません。よって、自転車の
ために道路空間を再配分する必要性をそ
れほど感じていないのだと思います。自
転車ネットワークの整備についても、道
路の端に矢羽根を路面表示するだけとい
うところが多く、自転車の通行環境が良
くなったという実感は今も持てない状況
です。先ほど触れたように、自転車が安
全・快適に走れる「中速帯」をしっかり
確保していくことが重要です。
森井　「自転車は車道通行」と喧伝する
だけでなく、利用しやすい環境の創出が
必要ということですね。
吉田　自転車が安心して通行できる環
境のため、交差点を中心に考え直してい
かないといけないと思っています。今は
歩行者と自転車の通行帯を分けましょう
ということで道路上に線を引くなどして
自転車道っぽく整備する事例が出てきて
いますが、交通管理者側から見ると、交
差点部ではその区分けをなくして、歩行
者と自転車が「ぐちゃぐちゃ」になるよう
にしているんですね。あえて。
森井　あえて、ですか。なぜでしょう？
吉田　自転車が自転車道っぽい区分の
まま高い速度で交差点に進入してしまう
と、自動車の左折巻き込みの事故を誘発
する恐れがあるからです。なので、たと
え自転車であろうと電動キックボードで
あろうと、交差点のところはとにかく徐
行させたい、というのが現状です。

ぐらいの間隔と速度であれば危険・不快
に感じないのか、というものです。
森井　それは興味深いです。
吉田　得られた結果をモデル化し、自動
車側にプログラムとして組み込むことも
考えられます。今までは人間の感覚にア
ナログ的に頼ってきた部分を、システム
として介入させようという取り組みを進
めているところです。

特定小型原付と自転車が
共存するために必要なこと

―特定小型原動機付自転車が登場し、自

転車と同じ空間を走るようになりました。

吉田　欧州などでは、徒歩の6km/h程
度より速く、自動車の30m/hよりは遅い、
中間の速度域である20km/h台で走行
する専用空間をつくろう、というコンセ

プトが確立してきています。
これにより近距離の移動は
自動車ではなく自転車や特
定小型原付が積極的に使わ
れるようになる可能性があ
ります。欧州では速度によ
る道路の階層化が進んでい
て、ほとんどは30km/h規
制で、50km/h、60km/h
が出せる幹線道路では、原
則的に自転車と自動車を分
離した空間となっています。
森井　それが理想ですね。
吉田　そのような整備にど
れだけ情熱・制度・予算を
割けるかが、国によって違

森井　安全で安心できる通行空間であ
れば、自転車の利用も増えそうです。
吉田　現在、国と共同で進めている研究
があって、それは、自転車乗車中に後ろ
から来る自動車に追い抜かれる際、どれ

上：ロンドン「Oxford Street 」。混雑
税導入によりタクシーとバスが
ほとんど、自転車は少ない。

中：同じくロンドン市内。2010年よ
り自転車高速道路を導入、その後
道路空間の再配分が進む。

下：「Oxford Street 」。 道路空間の
再配分により、歩行空間拡幅、車
道では、自転車物流、シェアサイ
クル利用が進む。

■ ロンドンの通行空間の“変遷”
2007

2018

2024
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森井　理に適ったアイデアですね。
吉田　はい。自転車についてもそういっ
た工夫ができるはずです。

青切符制度スタート
自転車が安心できる空間を

森井　自転車活用のためには、駐輪場の
整備も重要だと思っています。
吉田　おっしゃるとおりです。自転車
の難しい点は、車両が規格化されていな
い点だと思います。フレームの形状や
タイヤのサイズなどが時代によって変化
し、電動アシスト仕様で重くなり……駐
輪場側は常に対応に追われるわけですよ
ね。原付バイクも150ccサイズに大きく
なって、それにも対応しなければならず、
すごく大変だと思います。
森井　今はさらに特定小型原付の受け

入れも求められていますので……。来年
春にはいわゆる「青切符制度」が始まり、
罰則が厳しくなって乗りづらくなる懸念
もある中、駐輪する場所も使いづらいと
なってしまったら、本当に悪循環に陥っ

森井　だからあえて「ぐちゃぐちゃ」に
している、と。
吉田　欧米では自動車と自転車を分離
した専用空間・専用信号の設置などによ
り、安全に交差点を運用するコンセプト
が出てきています。日本でも道路構造・
平面交差に対する考え方をアップデート
していくことはとても重要だと思います。
森井　自転車信号は効果が高そうです。
吉田　交差点の運用をアップデートす
べきというのは、自転車のためだけに限
りません。例えば熊本では、バスが一番
左の車線からそのまま右折できるように
しているところもあるんです。
森井　本来は右折の際は右側の車線に
移動する必要がありますよね。
吉田　バス停は道路の左側にあります
ので、バスは常に左車線を走行したまま、
つまり左車線から左車線へ右折できるよ
うにしたのです。

■ コペンハーゲンの自転車利用環境

❶ ❶ 自転車通勤時間帯。幹線道路では1日1万台を超える自転車交通量のあるところも（2017）
❷ ❷ 子ども達も自転車で移動している（2019）
❸ ❸ 2006年に開通した自転車専用橋Brygge（2017）
❹ ❹ 2016年に開通した歩行者自転車専用のInderhavnsbroen橋（2017）
❺ ❺ 2015年に再整備されたNørreport駅の駐輪場（2017）

❶❶ ❷❷

❸❸ ❺❺

❹❹
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インフラを整備しなければ自転車利用は
増えない」とずっと言ってきたわけです。
なのに、日本はこんなに自転車が利用さ
れていると不思議がっていました。やは
り国や都市によって異なる特性があるの
で、「Velo-City」での情報共有は大きな
意味があると思います。
森井　駐輪場も日本独自の発展をして
きた面がありますよね。
吉田　日本ほど駐輪場が多い国はほと
んどありません。海外では、駐輪場が
ないから「自転車が盗難に遭うのが怖
くて自転車を使わない」とか「週末にし
か使わない」とか、そういうところが多
いんです。
―日本ならではの自転車文化を広める

チャンスですね。

吉田　おっしゃるとおり、駐輪場に関す
る日本のノウハウを海外は求めています
し、逆に海外にも、例えばオランダには
ICカードを活用した1万何千台という大
規模かつ先進的な駐輪場もありますので、
そういった情報の共有が期待されます。
また、海外には例えば自転車専用の洗車
機があったり、そういったものを日本も
採り入れて、駐輪場に併設するというよ
うな展開も考えられますよね。
森井　お互いに学べることが大いにあ
りそうです。

日本初開催
「Velo-City」への期待

― 2027年5月、日本では初となる自転車

の国際会議「Velo-City」が愛媛県で開催さ

れます。意義や期待について、お話しいた

だけますか？

吉田　日本や世界が抱える課題を解決
するための新しい考え方や取り組みが一
堂に会することになりますので、お互い
に情報交換することで次のステージに進
むことを期待しています。海外からの参
加者は、日本の取り組みに対して大きな
期待を持っていると思います。すでに関
係者が愛媛などを訪れていて、松山で自
転車通学の多さを目の当たりにして、非
常に驚かれています。日本以外でこんな
光景は見られないと。女性の自転車利用
の多さにも驚かれているようです。
森井　自転車通学も、女性の自転車利用
も、日本では日常的によく見るシーンで
すが、世界的にはそうではないのですね。
吉田　ここ大阪を視察された際も「自転
車専用道が未整備なのに、なぜこんなに
たくさんの自転車が走っているのか。し
かも女性の利用も多い。これはすごい」と。
森井　そうなんですね。
吉田　海外の専門家は「自転車のための

てしまいます。
―「青切符制度」の導入についてはどの

ような見解をお持ちですか？

吉田　制度が始まるといっても、自転車
の通行方法に関するルール自体が変わる
わけではありません。自転車に乗る際に
は、（道路交通法に基づく）細かいルール
がたくさんあるのですが、一瞬一瞬、厳
密に正しい判断をしながら走行するのは
現実的にはなかなか難しいといえます。
―警察庁から、取締りに関する考え方を

示す「ルールブック」が公開されました。

吉田　軽微の違反と重大で悪質な違反
とがちゃんと分けられ、青切符の取締り
対象のガイドラインが示されたことは、
すごく大きな意味があると思います。
森井　取締りが怖くて自転車に乗れな
い、という「誤解」が減りますね。
吉井　自転車が関与する事故では、信号
のない交差点での出会い頭の接触が多い
のですが、要は自転車側がしっかり一時
停止していないんです。そういった明確
な違反に対して取締りが行われれば、一
時停止が必要だと気づくきっかけにもな
りますし、ルールをしっかり守る方向に
向かっていくという期待ができます。細
かな課題はありますが、自転車通行空間
をしっかり整備して、ルールの面でも安
心して走れる場所を作ることが大切です。

■ モビリティハブ化したパリ市庁舎地下駐車場
シェアサイクルや小型EVな
どのステーションが集約配
置されているパリ市庁舎の
地下駐車場（2015）

■ ユトレヒト 世界最大規模自転車駐車場

2019年オープンしたユトレヒトにある世界最大規模（1万2500台収容）の駐車場。 場内には修理なども受け付ける自転車店もある（2019）



023　自転車・バイク・自動車駐車場　パーキングプレス　2025　12月号

過去の対談記事をWEBで公開しています

または http://www.parkingpress. jp/taidan/  にアクセス

で検索パーキングプレス 対談

聞き手：本誌発行人　森井  清 （もりい　きよし）
1993年東海大学大学院体育学研究科修了後、外資系保険会社を経て2002年に日本駐車場救急サービス株式会社入社。2005年同社代表取締役社長就
任。2014年モーリスコーポレーション株式会社代表取締役社長就任。2008年サイカパーキング株式会社監査役就任。2016年同社代表取締役社長就任。

都市のスペースと
駐車場のあり方

―自動
4

車の駐車場のあり方にはどのよう

な見解をお持ちですか？

吉田　自動車という乗り物とその関連
空間のあり方として捉えると、効率化し
ていける部分が多々あると思っています。
都市部の自動車は止まっている時間が9
割、走っている時間が1割と言われ、動
かない時間のほうが長いんです。都市の
中心部でそういう使われ方でいいのかと
いうことで、都市の生産性を上げるため
にそういった「眠っているもの」の配置
を変えていこうという考え方が出てきて
います。パリの市役所の地下駐車場に大
変感銘を受けたのですが、そこでは電動
の小型車や自転車など、あらゆるモビリ
ティが全部そこにありました。
森井　まさに「モビリティハブ」ですね。
吉田　そのとおりです。それは2007年
のことでしたが、その頃からすでに、駐
車場に来てもうちょっと小さな乗り物に
スイッチするとか、そういった観点で乗
り換えをし、目的地まで適した移動手段
で行こうとしていたわけです。そういっ
たコンセプトが欧州では浸透していて、
移動手段のシェアリングや、スペースの
効率化といった方向にどんどんシフトし
ていっています。
森井　日本でもモビリティハブという考
え方が浸透し始めていますね。最適な移
動手段を選択することは、都市のスペー
スの効率化にもつながるわけですね。
吉田　おっしゃるとおりです。駅前の
コインロッカーはあの小さなスペースで

1日数百円の料金が発生しますよね。ス
ペースの価値はいろんな観点から見直さ
れつつあって、どういう使い方が効率的
なのか考える必要がありますし、車を置
いておくより効果的な使い方も―例
えば蓄電池を置いたほうがいいとか―
あるかもしれません。交通に関しても、
単一の車両を駐車するだけではなく、充
電とか洗車とか、いろいろな付加機能が
盛り込まれるなど、多様化していくと思
います。
森井　現在も、時間貸し駐車場への充電
設備の導入などは進んでいますね。
吉田　単一の機能ではなく、モビリティ
ハブのようにいろいろなものをミックス

しながら、必要としているところにサー
ビスをパッケージ化して提供していくこ
とになっていくと思います。今、この大
阪の北区でもシェアサイクルを実験から
本格導入へ移行していくことになってい
ますが、ここで考えたいのは、例えば公
共交通機関は夜間はほとんど止まってし
まうという点です。

森井　電車や路線バスはそうですね。
吉田　早朝・深夜に働いている人たちは、
公共交通機関は使えず、タクシーで帰ら
なければならないなど、利用可能な交通
手段が限られています。
森井　確かに。昼間、公共交通機関によ
るサービスを享受している人と違うのは、
働いている時間帯だけですね。
吉田　例えば病院など24時間働いてい
る方がいて、既存の公共交通機関だけで
はなかなかサービスを提供できなかった
シーンに、交通サービスを提供すること
は、とても重要だと思っています。シェ
アサイクル・シェアモビリティには、そ
ういった期待もあるのだといえます。
森井　駅前の駐輪場などでは、場内に
シェアサイクルポートを併設する事例も
増えていますが、それが地域の人の移動
を支える、確かな意義があるのだと改め
て感じました。今日は道路空間のあり方
から駐輪場・駐車場の役割まで、たくさ
んの“気づき”を得ることができました。
ありがとうございました。

自転車の交通安全に資する研究・論文も数多く発表している吉田氏。自転車乗車時にはしっか
りルールを守ることが大切だが、「通行空間がしっかりと整備されていれば、安心して自転車を
走らせることができる」とも。　　　（大阪駅すぐ近くの大阪公立大学 文化交流センターにて）
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